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昭和60年

消 防 団 出 初 式
２月12日午前９時より蓬田村消防団出初式が開催

されました。

中央公民館前に集合匸 人員、姿勢、服装点検、

村長の検閲を受け役場まで分列行進を行ないまし

た。役場前に整列し、第一分団から機械器具の点検

を順次実施しました。

発行・青森県蓬田村／編集・広報よもぎた編集委員会



蓬

田

村

表

彰

授

与

式

蓬
田
村
教
育
功
労
者
表
彰
授
与
式

十
一
月
五
日
中
央
公
民
館
に
お

い
て
昭
和
五
十
九
年
度
蓬
田
村
表

彰
授
与
式

が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
村
表
彰
条
例
に
基

づ
き
、
政
治
・
経
済
・
文
化
・
社

会
そ
の
他
各
般
に
わ
か
っ
て
村
行

政
に
協
力
し
功
績
の
あ
っ
た
方
、

永
年
に
わ
た
っ
て
業
務
精
励
し
他

の
模
範
で
あ
る
方
、
公
益
又
は
社

会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
た
方
に

与
え
ら
れ
ま
す
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
普
通
功
労
者
）

○
武
井
三
治
郎

蓬
出
村
消
防
団
団
長
六
年
間
を

含
む
二
十
八
年
間
の
消
防
団
活
動

他
の
活
動
に
よ
る
功
績
。

○
山
谷
俊
雄

村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
、

民
生
・
児
童
委
員
他
各
種
委
員
二

十
六
年
間
と
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
十
年
間
の
活
動
の
功
績
。

○
倉
谷
松
恵

役
場
職
員
十
八
年
二
月
勤
務
し

か
こ
と
に
よ
る
功
績
。

三
月
二
十
九
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
中
央
公
民

館

に
お
い
て
昭
和
五
十
九
年
度
蓬
田
村
教
育
功
労
者

表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
村
教
育
功
労
者
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、

長
年
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成

に
努
め
功
績
顕
著

な
方
、
社
会
体
育
の
振
興
に
努
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
著
し
く
社
会
に
貢
献
し
て

い
る
方
、
芸
術
文
化

の
振
興
に
努
め
功
績
顕
著
な
方
、
近
隣
の
人
々
か
ら

賞
賛
さ
れ
、
村
民
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
方
に
与
え

ら
れ
ま
す
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
清
水
　

信
造

体
育
協
会
長
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
本
村
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
尽
し
万
功
績
。

○
蓬
田
村
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

昭
和
五
十
九
年
度
青
森
県
青
年
大
会
生
活
文
化
の

部
（
総
合
）
で
優
秀
な
成
績
（
一
位
）
を
修
め
た
こ

と
に
よ
る
。

昭 和 59 年 度 表 彰 授 与 式

表彰授与式 2



十

一
月

十
・

十
一

日

の
二
日

間

に

わ
た

り
玉

松
公

民

館

と
老
人

憩

の
家

を
会

場

に
第
四

回
蓬

田
村

民

祭

が
開
催

さ

れ
ま
し

た

。

玉
松

公

民
館

で

は
十
日

の

カ
ラ

オ
ヶ

仮
装
大

会

、
十

一
日

の
青

少

年

の
主
張

・
芸
能

大

会

の
発
表

、

老
人

憩
の

家
で

は
十

・
十

一
日

と

も
小

・
中

学
生

の
作

品
展

示
、

松

楓
会

の
盆

栽
展
示

等

の
作

品
展
示

が

行

な

わ

れ

ま

し

た
。

カ

ラ

オ

ヶ

・
仮

装
大

会

は
出
場

す

る
方

が

少
な

く
ち

ょ

っ
と
寂
し

い
大

会

と

な
り

ま
し

た
。

カ
ラ

オ
ヶ
大

会

の

優

勝
者

は

藤
本

昭
孝

さ
ん

、
仮

装

大

会

は
長

科
青
年

会

が
優

勝

と
な

り
ま
し

た

。
青
少

年

の
主
張

は
「
徒

歩

通
学

に

つ

い
て

」
、
中

学

校
二
年

の
角
山

桂

一

さ
ん
の

「
僕

た

ち
の

未

来

は
今
」
、中

学

校
三

年

の
武
井

ま

ゆ
み
さ

ん
の

「
私
か

う

れ
し

く

思

う
事

」

の
三
人

が
自

分

の
主
張

を
発
表

い

た
し

ま
し

た
。

芸
能
大

会

は
各

部
落

と

も
趣
向

を

凝
ら
し

大

会

を
盛

り
上
げ

ま
し

た

。

そ

れ
に
海

水
浴

場

の
空
地

で
行

な
わ

れ
た
野

菜
等

の
即

売
会

に
開

始

時
間

の

九
時
前

よ

り
続

々
と
詰

め

が
け

、
販

売
を
開

始

し
て

間
も

な
く
売

切

れ
が
続
出

す
る
ほ

ど
盛

況

で
し

た

。

中
央
公
民
館
か
ら
の
お
願
い

中

央
公

民

館
で

は
蓬

門
の

一
号

か
ら
二
十

四

号
ま

で
を

搜
し

て

い

ま

す
。

保
存

さ

れ
て

お
ら

れ
る
方

が
あ
り

ま
し

た

ら
公

民

館
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
る
よ
う
ぉ
願
し

ま
す
。

公

民

館
で

は
資

料

を
整

理
の

た

め

是
非

と

も
必
要

で

す
の
で

ご
協

力

を

お
願

い
い
た

し
ま

す

。

連

絡
先
　

二
七
－

二

○

七
六

蓬
田
村
連
合
婦
人
会
か
ら

蓬
田
村
民
祭
の
食
堂
コ
ー
ナ

ー

を
利
用
し
て
頂
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
売
上
の
一

部
を
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
一
万

円
、
青
森
少
年
院
に
二
万
円
と
会

員
の
手
編
み
の
く
つ
下
七
十
足
を

一
諸
に
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

テ ー マ 郷 土 愛

第

４

回

蓬

田

村

民

祭

3 蓬 田 村 民 祭



児
童
手
当
制
度

児
童
手
当
と
は

児
童
手
当
は
、
国
、
県
、
村
と

事
業
主
が
費
用
を
持
ち
あ
い
、
児

童
を
養
育
す
る
人
に
児
童
手
当
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭

生
活
の
安
定
と
次
代
を
担

う
児
童

の
健
全
育
成
・
資
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

特
例
給
付
と
は

特
例
給
付
は
、
昭
和
五
十
七
年

六
月
か
ら
昭
和
六
十
年
五
月
ま
で

の
三
年
間
、
児
童
手
当
の
役
制
を

補
完
す
る
も
の
と
し
て
被
用
者
と

公
務
員
・
公
共
企
業
の
職
員
の
う

ち
、
一
定
要
件
に
該
当
す
る
方
に

事
業
主
の
負
担
に
よ
り
支
給

さ
れ

る
も
の
で
す
。

児
童
手
当
の
受
給
資
格
と
支
給

額受
給
資
格

児
童
手
当
は
、
日
本
国
内
に
住

所
を
有
す
る
人

が
、
次
の
要
件
に

あ
て
は
ま
っ
て
い
る
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

国
一
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以

上
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の

一
人
以
上
が
、
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
（
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま

で

の
児
童

）
　で
あ

る
こ

と
。

9‐

」そ
の
人

の
前

年

｛

一
月

か
ら
五

月

分
ま

で
の
児

童
手

当

に

つ
い
て

は
前

々
年

｝

の
収
入

が

、
一
定

の

額

（
例
え

ば
、

給
与

所
得

者

に
つ

い
て

は
、

六
人

世
帯

の
場

合

、
昭

和
五

十

九
年

六
月

か
ら
四

〇

一
万

円
）

に
満

た

な
い
こ

と

。

児
童
手
当
の
額
は
、
三
人
目
以

降
の
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
一

人
に
つ
き
月
額
五
、
〇
〇
〇
円
（
市

（
区
）
町
村
民
税
所
得
割
の
額
が

な
い
受
給
者
に
は
七
、
〇
〇
〇
円
）

で
す
。

支

給
額

特

例
給
付
の
受
給
資
格
と
支
給

額受
給
資
格

児
童

手
当

の
受

給

資
格
回

の
要

件
に

あ
て

は
ま

ら
な

い
た

め
、

児

童

手
当

を
受

け

ら

れ
な

い
被
用

者

（
厚
生

年
金

等

に
加

入
し

て

い
る

大
）

ま
た

は
公

務
員

・
公
共

企
業

体
の

職
員

に
つ

い
て

は
、

そ
の

人

の
前

年
の
収

入

が
一

定

の
額

（
例

え
ば

、
六

人
世
帯

の
場

合

、
昭
和

五

十

九

年

六

月

か

ら

五

八

〇

万

円

）

に
満

た
な

い
と

き

は
、
特
例

給

付

が
支
給

さ

れ
ま

す
。

支
給
額

特
例
給
付
の
額
は
、
児
童
手
当

の
場
合
と
同
じ
で
す
。

眉
豐
里
手
当

（
特

例
給

付

）

の
支

払

い
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
は
、

毎
年
、
二
月
、
六
月
、
一
〇
月
の

三
回
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の

月
の
前
月
ま
で
の
四
ヶ
月
分
を
ま

と
め
て
支
払
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
届
等

一
、
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
認

定
請
求
書

は

じ
め
て

児
童

手
当

（
特
例
給

付

）

の
支
給

を
受

け
よ

う

と
す

る

場

合

や
児
童

手
当

（
特

例
給

付
）

の
受
給

者

が
住
所

を
他

の
市
（
区

）

町

村

に
か

え
た
場

合

に
は

、
す
ぐ

に
児
童

手
当

（
特

例
給

付
）

認
定

請
求
書

を
市

（
区

）
役

所

、
町
村

役

場

に
提
出

し
て

く

だ
さ

い
。

児
童

手
当

（
特

例
給

付
）

の
支

給

を
受

け

ら
れ

る
の

は
、
認

定

請

求

を
し

た
月

の
翌

月
分

か

ら
と

な

り
ま

す
の
で

、
認

定

請
求

が
遅

れ

る
と
受

け
ら

れ

る
月
分

の
手

当

が

受

け
ら

れ

な
く

な
り

ま
す

。

な

お
、
公

務
員

ま

た
は
公

共
企

業

体
の

職
員

の
方

は
認

定

の
請
求

手

続
を

勤

め
先

に
す

る
こ

と
に

な

り
ま

す
。

二
、
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
現

況
届

受
給
者
の
方
は
、
毎
年
六
月
一

お知らせ 4

四
月
が
ら
六
七
四
〇
円

国
民
年
金
保
険
料
改
正

国
民
年
金
の
保
険
料
が
昭
和
六

十
年
四
月
か
ら
、
月
額
六
、
七
四

〇
円
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、
自

営
業
な
ど
の
人
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。
加
入
者
が
年

を
と
っ
た
り
、
障
害
者
に
な
っ
た

り
、
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
に

年
金
を
支
給
し
て
生
活
の
安
定
を

図

る
年
金
制
度
で
、
そ
の
年
金
額

は
経
済
変
動
に
よ
り
目
減
り
し
な

い
よ
う
に
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

年
金
額
の
改
定
は
、
五
年
ご
と

の
「
財
政
再
計
算
期
」
に
、
国
民

の
生
活
水
準
等
の
変
動
に
応
じ
て

行
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
費
者

物
価

指
数

が
一
年

度

ま
た

は
継

続

す

る
二
年
度

以

上
の

期
間

に
五
％

を
越

え
て
変

動
し

た

場
合

に

は
、

自

動

的

に
年

金
額

を

改

定

す

る

「
物
価

ス

ラ
イ

ド
制

」

が
と

ら
れ

て

い
ま
す

。

年
金

給
付

の
財

源

は
、

み
な

さ

ん

が
納

め

た
保
険

料

と
国
庫

負

担

に

よ

っ

て

ま

か

な

わ

れ

て

い

ま

す
。
支

払

わ
れ

る
年

金
額

の
三

分

の
一

は
国
庫

負
担

で

す
。

国
民

年
金

制
度

充
実

の

た
め

、

み
な

さ
ま

の
ご

理
解

と
ご
協

力

を

お
願

い
し

ま

す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税
金

四
月
は
、
各
職
場
で
サ
ラ
リ

ー

マ
ン
一
年
生
が
初
め
て
の
給
料
を

手
に
し
ま
す
。

そ
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
を
受
け

取
る
と
き
に
、
所
得
税
が
源
泉
徴

収
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
は
、
十
二
月
最
後
の

結
与
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に

年
末
調
整
に
よ
り
、
一
年
間
の
所

得
税
が
精
算
さ
れ
ま
す
。



日

か
ら
同

月
三

〇

日

ま
で
の
間

に

児
童

手
当

（
特

例

給
付

）
現
況

届

を
市

（
区

）
役

所

、
町

村
役
場

に

提
出

し
て

く

だ
さ

い
。

こ
の
児

童

手
当

（
特

例
給

付
）

現
況

届

は
、

受
給

者
の

前
年

の
所

得

の
状
況

と

六
月

一
日

現
在

の
養

育

の
状
況

な

ど
を
毎

年
確

認

す

る
た

め
の
届

で

す
。も

し

、
こ

の
届

を
出

さ
な
い

と
、

引

き
続

い
て

受

給
資

格

が
あ
っ
て

も
、
六

月
分
以

降

の
児
童

手
当
（
特

例

給
付

）
の

支
払

を
受

け

る
こ

と

が
で

き
な
く

な
り

ま

す
か
ら

、
必

ず
提

出
し

て

く
だ

さ

い
。

三
、
そ
の
他
の
届

次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
。

す
ぐ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
届
書
や
請

求
書
を
市
（
区
）
役
所
、
町
村
役

場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
者
が
他
の
市
（
区
）
町
村

に
住
所
が
か
わ
っ
だ
と
き

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
受
給

他
の
市
（
区
）
町
村
に
住
所
を

か
え
た
と
き
は
前
の
市
（
区
）
役

所
、
町
村
役
場
に
児
童
手
当
（
特

例
給
付
）
受
給
事
由
消
滅
届
を
提

出

し

、
新
し

い
住

所
地

の
市
（
区

）

役
所

、
町
村

役
場

に
、
直

ち
に

、

児
童
手

当

（
特
例

給
付

）
認

定

請

求
書

を
提
出

し
て

く

だ
さ

い
。

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
の
額

が
増
額
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

児
童
が
生
ま
れ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
受
給
者
の
方
に
養
育
さ
れ
る

児
童
が
増
え
た
場
合
で
す
。

児
童

手
当

（
特

例
給

付
）

の
額

が
減
額
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
き

一

八
歳
未

満

の
児
童

が
今

ま
で

よ
り
少

な

く
な

っ
た
場

合
ま

た

は

義

務
教

育
終

了
前

の
児
童

が
今
ま

で
よ

り
少

な
く
な
っ
た
場
合
で

す
。

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
の
支

給
が
終
わ
る
よ
う
に
な
る
と
き

一
八
歳
未
満
の
児
童
の
う
ち
の

出
生
順
に
数
え
て
三
人
目
以
降
の

児
童
の
な
か
に
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童

が
い

な
く

な
っ
た

場
合

、

ま
た

は
一

八
歳

未
満

の
児

童
の

数

が
二
人
以
下

と
な

っ
た
場

合
で
す
。

特
例
給
付
の
受
給
者
の
方
が
被

用
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

特
例
給
付
の
受
給
者
の
方
が
会

社
を
退
職
す
る
な
ど
被
用
者
で
な

く
な
っ
た
場
合
（
厚
生
年
金
な
ど

を
脱
退
し
て
国
民
年
金
に
加
入
し

た
）
場
合
で
す
。

受
給
者
の
方
が
同
じ
市

（
区
）

町
村
の
な
か
で
住
所
が
か
わ
っ

た
と
き
、
ま
た
は
養
育
し
て
い

る
児
童
の
住
所
が
か
わ
っ
た
と

受
給
者
の
方
が
公
務
員
ま
た
は

公
共
企
業
体
の
職
員
に
な
っ
た

以
上
の
届
の
ほ
か
に
、
受
給
者

の
方
の
氏
名
が
か
わ
っ
だ
と
き

や
養
育
し
て
い
る
児
童
の
氏
名

が
か
わ
っ
た
と
き
は
そ
の
旨
を

届
け
出

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

人

命

救

助

一

、
日
時

昭

和
五
十

九
年

十
二

月
二

十
五

日

午
前
八
時
二
十
分
頃

二
、
陽
所

漁

港

か
ら
約

九
百

メ
ー
ト

ル
沖

の

海

上

以
上
の
五
名
救
助
者
に
対
し
昭

和
六
十
年
一
月
二
十
一
日
蟹
田
警

察
署
長
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

三
、
陂
救
助
者

中

川
　

元
一

四
、
救
助
者

い一一
擂

丼
　

公

巌

目

擂

丼
ル
リ

子

国
工
藤
　
竹
行

四
加
藤
　
継
悦

㈲

高
田
　

啓

一

救
助
者
張
間
れ
こ
に
対
し
、
昭

和
六
十
年
二
月
六
日
蟹
田
警
察
署

長
よ
り
感

謝
状
が

贈
ら

れ
ま
し

た
。

一

、
日
時

昭

印

ぺ

十

午

一

回

九

日

午

前

八

時

五

寸

分

頃

二
、
場
所

蓬
田
村
大
字
長
科
字
鶴
蝮
十
五

小
鹿
定
光
方
附
近
路
上

三
、
被
救
助
者

小
鹿

ミ
ツ

ェ

四

、
救

仂
者

張
間
れ
こ

5 お知らせ

事
由
消
滅
届

前
の
市
（
区

）町
村

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
認
定

請
求
書

新
し

い
市
（
区

）町

村

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
額
改

定
請
求
書

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
額
改

定

屆

児
童

手
当

（
特

例
給
付

）

受
給

事
由

消
滅

届

時

列

胎

吋

受

給

事

向

哨

臧

羂

住

所

変

更

届

児

童

手

当

（

特

例

給

付

）

受

給

事
由

消
滅

屆

ホ
タ
テ
地
播
ふ
き
作
業
中
の
事
故

雪
降
ろ
し
中
の
事
故



文化 財に関する答申 6

村
指
定
文
化
財
に
関
す
る

答
申
が
提
出
さ
れ
る

昨
年
村
教
育
委
員
会
よ
り
「
蓬

田
村
文
化
財
に
指
定
す
べ
き
文
化

財
に
つ
い
て
」
の
諮
問
を
受
け
た

文
化
財
審
議
委
員
会
（
坂
本
三
行

委
員
長
）
は
、
去
る
三
月
二
十
五

日
付
け
を
も
っ
て
五
件
の
文
化
財

を
村
指
定
と
す
る
よ
う
答
申
を
出

し
な
。

文
化
財
審
議
委
員
会
は
、
ほ
か

に
も
有
形
・
無
形
の
文
化
財
が
村

内
に
あ
る
が
今
回
特
に
優
先
し
て

次
の
五
件
を
指
定

す
べ
き
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
答
申
の
内
容
を
簡

単
に
紹
介
す
る
。

一
、
有
形
文
化
財

日
　

建
造
物

中
沢
小
学
校
記
念
館

同
記
念
館
は
、
旧
中
沢
小
学

校
正
面
玄
関
で
明
治
よ
り
大
正

に
か
け
て
建
築
さ
れ
た
洋
風
明

治
建
築
の
範
疇
に
入
る
も
の
で

本
村

に

お
い
て
は
貴

重
で

あ

匚
　

考
古
資
料

擦
文
土
器
　
一
箇

所
有
者

阿
弥
陀
川
　
倉
谷
弘
孝

本
村
小
館
遺
跡
出
土
の
平

安

時
代
末
に
属
す
る
擦
文
土
器
で

あ
る
。
体
部
上
半
に
あ
る
重
層

鋸
歯
文
が
美
し

い
。
県
内
の
擦

文
土
器
の
標
識
と
な
っ
て
お
り

重
要
で
あ
る
。

一
二

史

助
天

然
訌

念
物

日
　

植
物

イ
、
玉

松
　

一

本

玉
松

台
場

に
あ
る
樹

令
約

三
百
年

の
黒

松

。一
樹
幹

が

途

中

よ

り
二

本
に
分

か

れ
て
交

差

す
る
玉
状

の
松

で
、
北

前

船
航
海

の
目

標

と
し
て

重
要

な
役
割

を
果

し

て
来
た

と
伝

え
ら

れ
る

。
ま

た
、
松
前

公

参

勤
交

代

の
こ

ろ
す
で

に
名

口
、
傘

松
　

一

本

中

沢

傘
松

観
音

堂
前

に

あ

る
樹

令

約
三

百
年

の
黒

松

。

そ
の
樹

形

は
あ

た

か
も
傘

の

よ

う
で

、
枝

が
こ
と

ご
と

く

垂

下

し

大

地

に

達

し

て

い

る
。
傘
松

仏

苑

と

い
う
名

は
、

こ

の
松

の
名

に
ち
な

ん
で

い

る
。

（

、
蓬

田

八
幡
宮

三

本
の
松

大
館

城
趾

、
蓬

田

八
幡
宮

境
内

に
あ

る
樹
令

約

三
百

年

の
黒
松

。

幹
の
肌

か
ら
し

て

厳
し

い
風
雪

に
耐

え

て
来

た

も
の

で
あ

り
、

い

か
に
も

わ

が
村

の
歴
史

を
語

る
に

ふ
さ

わ
し

い
風

格
の
老
松

で
あ
る
。

村

教
育

委
員

会

は
、
こ

の
答

申

を
受

け
慎

重
に

検
討

し
、

六
十

年

度

中

に
は
指
定

す

る
方
向
で

あ
る
。

中沢小学校記念館

擦文土器

傘
　
松

．玉
　

松

蓬
田
八
幡
宮
三
本
の
松

１

神
社
両

脇
の
松

２

３

高
く
、
村
の
象
徴
と
し
て
今

日
に
至
っ
て
い
る
。



村
史
再
編
に
向
け
て

編
さ
ん
活
動
開

始

を
考
慮
し
、
村
長
は
答
弁
の
中
で

編
さ
ん
委
員
会
を
設
け
村
制
施
行

百
周
年
記
念
に
発
行
す
る
考
え
を

示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
去
る
昭
和
五
十

九
年
十
月
三
十
日
村
史
編
さ
ん
委

員
十
名
が
委
嘱
さ
れ
正
式
に
編
さ

ん
委
員
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
会
で
は
、
委
員
長
に
坂
本

豊
道
氏
（
中
沢
）
が
選
出
さ
れ
、

昭
和
六
十
三
年
を
目
途
に
圄
集
作

昭
和
五
十
九
年
箘
一
回
定
例
村

議
会
で
村
史
の
再
編
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
た
こ
と
は
村
民
の
皆
さ
ん

す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。現

在
、
残
部
が
全
く
な
い
状
況

業
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

委
嘱

さ
れ
た
委
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

委
員
長
　
坂
本
豊
道
（
中
沢
）

委
員
　
　

吉
田
清
光
（
中
沢
）

刀
　
　

松
本
武
美
（
長
科
）

刀
　
　

倉
谷
松
恵

（
阿
弥
陀
川
）

μ
　
　

武
井
一
郎
（
蓬
田
）

刀
　
　

高
田
兼
三
郎（

蓬
田
）

μ
　
　
　

高
田
仁

吉

（
郷
沢

）

刀
　
　

北

川
健

三（
瀬

辺
地

）

刀
　
　

田
中
　

寛

（
広
瀬

）

刀
　
　

久
慈

寛

一
　（
高
根

）

第

一
回

の
編

さ
ん

委
員
会

二

月
十

九
日

）
で

は
、

編

さ
ん
方

法

を
ど

の
よ

う
に

す
る

か
、

資
料
収

集

を

ど
の
よ

う

に
す

る
か
審

議

さ

れ
ま
し

た

。

村
民

の
皆

さ
ん

、
村
史

の

資
料

を
編

さ

ん
委
員

会
で

収

集
し
て

い

ま

す
。
資

料

は
、
最

寄

り
の

委
員

か

、教

育

委
員
会

社
会

教

育
課
（
電

話
二

七
－

二
一

一
一

内
線

五
五

）

ま
で

、

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く

お
願

い

し

ま

す
。

7 村 史編さ んに向けて

昭
和
六
〇
年
度
蓬
田
村

生
涯
教
育
学
級
・
教
室

生
募
集

五
十
八
・
五
十
九
年
度
の
二
年

間
に
わ
た
り
、
県
社
教
課
よ
り
指

定
を
受
け
実
施
し
て
参
り
ま
し
た

生
涯
教
育
学
級
・
教
室
も
、
大

き

な
成
果
を
あ
げ
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
開
設
し
た
七

学
級
・
教
室
へ
の
参
加
者
も
、
延

二
、
〇
〇
〇
余
名
に
も
の
ぼ
り
ま

し
た
。
学
習
内
容
も
学
級
生
の
要

望
を
取
り
入
れ
、
自
主
運
営
を
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
も
軌
道

に
の
り
一
人
ひ
と
り
が
高
ま
っ
た

こ
と
は
勿
論
、
学
級
・
教
室
運
営

の
事
務
的
な
こ
と
も
身
に
つ
い
た

等
、
六
〇
年
度
開
設
へ
の
好
材
料

は
大
き
い
。

六
〇
年
度
は
過
去
二
年
間
の
成

果
を
よ
り
生
か
し
、
生
涯
教
育
事

業
定
着
化
と
内
容
充
実
を
図
る
た

め
、
蓬
田
村
生
涯
教
育
推
進
委
員

会
を
発
足
さ
せ
、
本
格
的
に
生
涯

教
育
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

も
は
や
、
青
少
年
健
全
育
成
等

学
校
・
地
域
・
家
庭
の
連
携
が
極

め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
各
自
の
立
場
で
、
今
、
自

分
は
家
庭
で
地
域
で
何
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
か
。
何
を
求
め
ら

れ
て
い
る
か
等
を
よ
く
考
え
、
自

分
を
ま
す
く

高
め
る
と
と
も
に

地
域
社
会
の
一
人
と
し
て
、
家
庭
・

地
域
の
中
で
、
そ
の
力
を
発
揮
し

て

い
た
だ
く
な
ら
ば
、
健
全
な
青

少
年
の
育
成
は
勿
論
、
り
っ
ぱ
な

家
庭
・
地
域
（
部
落
）
が
存
在
す
る

も
の
と
信
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
学
級
・
教
室
を
左

記
に
記
載
し
ま
す
の
で
、
参
画
さ

れ
学
習
者
自
ら
の
意
見

も
と
り
入

れ
た
内
容
で
、
学
級
・
教
室
を
実

施

し
て

参

り
た

い
と

考
え

、
大
募

集

い
た
し

ま
す

の
で

、
多

数
参

加

さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚

、
参

加
料

は
無

料
で

、
あ

く

ま
で
個

人

と
し

て
参

加
出

来

ま
す

（
団

体
、

組
織
等

関
係

あ

り

ま
せ

ん
）

又
、

実
施

期
間

等

も
農
作

業

の
忙

し
く

な

い
時

期

を
選

ぶ
等

配

慮
し

ま
す

の
で

、
安

心
し

て
申

し

込
ん

で
下

さ

い
。

田

開
設
学
級
・
教
室
と
対
象
者

①
　
婦
人
学
級
（
対
象
・
一
般
婦

人
）

②
　
ふ

る

さ
と

生
活

学

級
（
対

象
・
若
妻
）
こ
の
学
級
は
婦

人
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
の
学
習

も
兼
ね
た
学
級
で
す
）

③
　
乳
幼
児
学
級
（
対
象
・
乳
幼

児

を
も
つ
親
）

④
　
高
齢
者
教
室
（
対
象
・
高
齢

者
、
男
、
女
）

⑤
　
青
年
教
室

（
対
象
、
勤
労
青

年
、
男
・
女
）

⑥
　

ボ
ラ

ビ
ア
イ
ア

ー
ス

ク
ー

ル

（
対
象
・
高
校

生
・
男

・
女
）

⑦
　

そ
の
他

こ

れ
ら

の
学
級

・

教
室

は
年
間

四
～

七

回

（
ふ

る
さ

と
生
活

学
級

は
、
婦

人

ス
ポ

ー
ツ

の
集

い
の
学

習

も
含

む

の
で
十

五
回

ぐ
ら

い
に

な
り

ま
す

。
）
実
施

さ

れ
、

学
習
内

容
も

そ
れ

ぞ

れ
違

い
ま
す

が
、

講

義
・
討
議
・
実

技

（
実

習
）
・
フ

イ

ル
ム
、

フ

オ
上

フ
ム

・
等

々
豊
富

で

す

。
講

師
等

も
学

級
生

の
希

望

を
入

れ
依
頼

し
て

居

り
ま

す
。

●
今

ま
で
参

加
し

た

こ
と

の
な

い

方
の
話

を
二

、
三

記

載
す

る
と

。

⑦
参

加
し

た

い

が
、
皆

に
迷

惑

を

か
け

る
。

⑦
欠

席

す

る
こ
と

も
あ

る
の

で

⑦

お
金

が
か
か
る

の
で

は
…
…
。

等

耳

に
し
て

い
ま
す

が
、
⑦

～
⑤

の
心
配

は
必

要

あ
り

ま
せ

ん
。

一

番

大
事

な
こ

と

は
家

族
の

理
解

だ

と
思
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
の

相
談
は
・
教
委
（
社
教
課
∵

公
民

館
で
電
話
で
う
け
ま
す
の
で
、
遠

慮
な
く
お
よ
せ
下

さ
い
。
）

圓
申
し
込
み
方
法

圉
②
③
は
社
教
課
へ
、
電
話

二
七
－

二
一
一
一
番
、
内
線

五
五
番

・

④
⑤
⑥
は
公
民
館
へ
電
話

二
七
－

二
○
七
六
番

尚
①
は
蓬
田
部
落
・
二
唐
美
代
子

電
話
二
七
－

二
四
九
三
番

②
は
中
沢
部
落
・
坂
本
ア
ツ
子

電
話
二
七
－

一
二

五
〇
番

③
保
育
所
・
藤
本
冨
美
子
先
生

電
話
二
七
－

二
一
八
〇
番

幼
稚
園
・
坂
本
ア
キ
子
先
生

電
話
二
七
－

二
○
四
二
番

へ
直
接
申
し
込
ん
で
も
結
構

で
す
。

し

め

き
り
は

、
原
則

と
し

て

五
月
三
十

一
日

と
し
ま

す
が
、

そ

れ
以

降

で

も
結
構

で

す
。
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日

本

の
一

流

の
考
古

学
者

を
迎

え

昭
和
五

十

九
年

十
月

二
十

四
日

か
ら
二
週

間

に

わ
た

っ
て
蓬
田

城

が
調
査

さ

れ
た
。
悪

天

候

の
中

、

発

掘

が
進
め

ら

れ
た
結

果
、
中

世

の

館
跡

に
関
連

す
る
青

磁
、
白
磁
、

古

銭
な

ど
の

出
土

は
む

し

ろ
少

な

く

、
下

層

に
何
重

に
も
住

居

跡

が

重

な

っ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

っ

た
。

確
認

で

き
た

だ
け
で

も
住

居

跡
は

十
数

個
に

の

ぼ
り
、

そ

れ

ぞ

れ
の

時
代

を
象

徴

す
る
石

器
、
土

器

な
ど

が
出

土

し
た

。
土

器
で

は

土

師

器
、
擦
文
土

器
、
製

塩
土
器

、

鉄
器

も
出
土

し

て

い
る
。

こ

れ
ま

で
の

調
査
結

果

に

つ
い

て
桜
井

教
授

は
「
北
海

道

で
育

て

た
擦
文

土
器

が
豊

富

に
出
土

し

て

お
り
、

北
海

道

と
の
交

流

を
裏
付

け
る

だ
け

で
な

く
、

八
、

九
世
擦

文

文
化

の
究

明

に
手

が
か

り
と

な

る
。
限

ら

れ
た
地

域

に
な

ぜ
、
繰

り

返

し

住

居

が
建

て

ら

れ

た

の

か
、
新

た

な
研
究

テ

ー
マ

を
も
提

供

し

た
。
東

北

に
分
布

す

る
中

世

の

館
跡

に

は
安
東

氏

、
南
部

氏

に

ま

つ

わ
る
伝

承

を
持

つ
も

の
が
多

い
中

で

、
大

館

は

。平

将
門

の
子

孫

”

と
い
う

毛
色

の
変

わ

っ
た
伝

承

が
あ

る
珍

し

い
遺
跡

で
、
十
五

、

六
世
紀
の
館
跡
と
思
わ
れ
る
。
二

重
、
三
重

に
見
事
な
濠
（
ほ
り
）

を
巡

ら
せ
て
お
り
、
定
説
を
は
る

か
に
超
え
る
経
済
力
を
証
明
し
て

い
る
ご

と
説
明
し
て
い
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
早
稲
田

大
学
の
桜
井
清
彦
教
授
を
中
心
に

学
生
を
合
わ
せ
た
二
十
二
人
で
進

め
ら
れ
て
き
た
。
学
習
院
大
学
大

学
院
生
の
一
人
は
「
蓬
田
村
民
の

心

の
暖
か

さ
に
ふ
れ
て

う
れ
し

い
ご

と
話
し
て
い
た
。

郷士 の歴史 8

蓬田大館調査委員会

顫　　間

委 員 長

副委員長

委　　 員

事 務 局

三　上　次　男

淑京大 学 教 授

吉　田　 章一郎

肓山学院大学教授

桜　井　 清　彦

早稲田大学教授1

付　越　　　潔
亟､前 ナ 堂 臉 将

武　井　一　郎

篷田 村教 育 長

惴　瑣　徹　夫

早稲田大学助教授

佐々木　達　夫

金沢大 学 助 教授

宇田川　　　洋

東京大学助手

倉　谷　弘　孝

蓬 田 村

早稲田大学文学部考古学研究室

蓬田村社会教育課長　中村幸八

調 査 員

早稲田大学， 金沢大学，東京大学

単習院大学学生，学院生

蓬田 村 文 化 財 審議 委 昌

ﾉﾉ　郷土史研究会

郷土 の

歴史



「
オ
ギ
ャ
ー
」
の
一
声
と
と

も
に
こ
の
世
の
中

に
出
て
、

早
く
も
2
2年
の
月
日
が
す
ぎ

さ
り
、
蓬
田
村
の
一
青
年
に

な
っ
た
今
、
私
は
市
内
の
印

刷
会
社
に
ま
じ
め
に
？
勤
務

し
て
い
る
の
で
す
。

さ
て
、
私
か
青
年
団
活
動

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
２
年
ぐ
ら
い
前
の
こ
と

で
し
た
。
当
時
私
は
1
9才
で

し
た
。
そ
の
頃
の
私
は
、
青
年

団
な
ん
て

バ
カ
げ
た
事
を
し

て
い
る
や
つ
ら
だ
な
と
思
い

青
年
団
を
の
の
し
っ
て
い
ま

し
た
。
私
は
、
し
て
は
い
け
な

い
事
と
し
り
な
が
ら
不
正
解

造
し
た
車
で
、
夜
お
そ
く
乗

り
回
し
た
り
、
法
律
で
禁
じ

ら
れ
て
い
る
事
を
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
が

若
者
な
ん
だ
、
と
思
っ
て
い

た
ほ
ど
の
バ
カ
で
し
か
。
し

か
し
私
は
け
っ
し
て
こ
う
か

い
は

し

て

い

ま

せ

ん

。

た

っ

た

Ｉ
度

き

り

の
人

生

で

す

。

た

の

し

く

生

き

な

け

れ

ば

お

も
し

ろ

く

な

い
。
私

は

つ

ね

に
人

生

は
（

ツ

ピ

ー

で

あ

り

た

い

。
さ

て

、
私

か

そ

の

バ

カ

ら
し

か

っ

た

青

年

団

に
、

ふ

と
し

た

き

っ

か

け

で

参

加

し

て

み

た
時

、

け

っ

こ

う

お

も

し

ろ

い

と
思

い
始

じ

め

た

の

で

す

。

そ

う

な

っ
て

か
ら

は

進

ん

で
参

加

し

は

じ

め

ま
し

た

。
そ

し

て

、
青
年

団

と

は

か

め

ば

か

む

ほ

ど

よ

さ

が

つ

だ

わ

っ
て

き

ま
し

た

。

そ
し

て

そ

こ

に

人

と

人

と

の
出

合

か

お

り

、

そ

こ

に
な

や

み

を

そ

う

だ

ん

で

き

る

友

が

で

き

た

。

そ

し

て

私

は
自

分

の

考

え

の

あ

さ

は

か

さ

を

、

つ

く

づ
く

知

ら

さ

れ
ま

し

た

。

私

も

ま

た

一

つ

の

人

生

の

く
ぎ

り

が

つ

き

、

青

年

団

員

と
し

て

人

生

を

エ
ン

ジ

ョ
イ

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。
ま
た

、
蓬
田

村

の
青

年

と

い
う

事

を

ほ

こ

り

に
思

い
、

蓬

田

村

の
名

を

け

が

す

事

の

な

い

よ

う

が

ん

ば

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

吟
印
刷
関
係
の
注
文
が
あ
り
ま
し

た
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ヤングメッセージ　　№37

木村　真司　　　　蓬田

9 談話室・折々の歌

草

か
げ
の
名
も
な
き
花
の
名
を
い
ひ
し

は
じ
め
の
人
の
心
を
ぞ
思
ふ

は
な
の
上
に
さ
す
は
な
の
か
げ
く
き
や
か
に

さ
や
け
き
月
の
よ
と
な
り
に
け
り

ほ
の
か
な
る
光
の
な
か
に
首
を
た
れ

ね
む
り
に
入
ら
む
花
の
し

づ
け
さ

沢
水
の
音
の
す
る
の
み
若
き
日
に

炭
焼
き
住
み
し
山
の
寂
け
く

ゆ
づ
り
葉
の
青
編
み
添
へ
て
老
ど
ち
ら

注
連
縄
作
り
新
年
飾
る

老
人
に
焚
く
村
の
湯
は
凍
ゆ
る
日
も

ほ
の
ぼ
の
と
し
て
五
体
に
泌
み
る

老
ど
ち
の
血
圧
を
診
る
保
健
婦
の

明
る
き
笑
顔
に
ひ
と
ひ
愉
し
も

若
き
日
が
兵
卒
に
し
て
皇
居
を
ば

衛
り
し
夢
を
老
い
て
な
ほ
見
る

二
重
橋
に
立
哨
し
て

正
門
の
視
線
注
が
る
歩
哨
わ
れ

身
の
緊
り
し
を
夲
も
忘
れ
ず

以

上

六

首
　

吉

崎

慶

次
郎

談話室

折
々
の
歌

Ｅ



村
民
文
芸
欄

公
務
員
試
意
と
奉
仕
で
円
滑
に

歳
よ
り
も
遥
」が
仁
若
い
隣
後
家

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
二
等
陸
・
海
・
空
士
の

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

二
等
陸
・
海
・
空
士
は
、
通
常
一
般
隊
員
と
い
わ
れ
、

自
衛
官
の
官
員
申
多
数
を
占
め
、
自
衛
隊
の
原
動
力
と
も

な
っ
て
い
る
自
衛
官
で
す
。
募
集
要
領
は
、
次
の
と
お
り

で

す
。

○
受
付
期
間
　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

い
ま
す
。

○
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の
一
日

現
在
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の
男
子

Ｏ
試
験
種
目
　
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
身
体
検
査
、
適

性
検
査

○
待
遇
　
初
任
給
一
〇
一
、
四
〇
〇
円
、
ボ
ー
ナ
ス
年
三

回
、
昇
給
年
一
回
、
衣
・
食
・
住
は
無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
ま
た
は
各
地
区
の
自
衛
隊
青
森

地
方
連
絡
部
募
集
事
務
所
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

お誕生おめでとうございます

宮田　慎 一　 （幸 正 ・長 男）

武井　 将 人　 （守 人 ・長 男）

柿畸　　 舞　 （裕二 ・長 女）

八戸 菜津 美　 （久 人 ・長 女）

山 舘　良 枝　 （昭 夫 ・ ２女）

吉田　　 健　 （治徳 ・ ３男）

泉谷　千 恵　 （ 聡　・長 女）

本村　 茴香　 （正 毅 ・長 女）

八幡　 啓祐　 （ 剛　・長 男）

久慈あ か り　 （修一 ・ ２女）

上口　 美子　 （三男 ・長 女）

張間　 直樹　 （芳雄 ・長 男 ）

太田　 峰仁　 （信雄 ・ ２男 ）

越田　 智洋　 （ 猛　・長 男 ）

ご結婚おめでとうございます

工藤　俊光　（中沢）

倉谷美穂子　（阿弥陀川）

竹内　　廣　（青森市）

青木キクエ　（阿弥陀川）

関谷　　誠　（青森市）

高山百合子　（郷沢）

小山　政光　（瀬辺地）

蝦名美喜子　（青森市）

高坂　英男　（平館村）

福田　悦子　（郷沢）

坂本　雅信　（中沢）

上地　裕子　（野辺地町）

八幡　秀敏　（高根）

杉山　美穂　（静岡県）

太田　俊雄　（瀬辺地）

南　テツ子　（蟹田町）

真々田昌美　（埼玉県）

宮川　邦子　（広瀬）

今井　由貴　（神奈川県）

藤本　瑞枝　（長科）

お悔み申し上げます

越田　ミサ　（広瀬・92歳）

吉崎嘉一郎　（蓬田・81歳）

川崎　みゑ　（広瀬・86歳）

越田　こよ　（郷沢・59歳）

坂本　　寛　（中沢・51歳）

浅利松四郎　（中沢・88歳）

玉松海水浴場に設置された看板

雪
消
え
て
先

づ
稲
作
は
塩
水
選

以
上
三
首
　
吉
崎
勝
三
郎
作

御
神
体
つ
も
っ
た
悩
み
の
す

ゝ
を
取
る

運
勢
を
切
り
開
く
気
凍
る
朝

く
や

し

さ

も

ぐ

ち

も

閧

え

て

風

が

去

り

以

上
三
首
　

工
藤
　

正
一
作

戸籍 の

窓　 口

蓬田村の人口:4,432 人:

12月 ・１月受付分l

川
　
　
　
柳

戸籍の窓口 1

0
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